
MATHEMATICAL

August 2004 SCIENCES Number 494

特集／古典力学の新展開

「プリンキピア」から数理科学のツールへ

佐 藤 文 隆

1. メカと力

mechanicsに力学という訳語を明治時代に当て

はめたことで一群のmechanicsに関わる数理理論

のイメージが偏ったものになったのではないかと

私は思っている．唐突にこう言うと何を言ってる

のかチンプンカンプンの向きもあるかもしれない．

端的に言えば，力学は物質に働く「力の学問」か

（力を含む）もっと広い「作用の学問」という 2つ

の見方の比較である．「力」学は前者の見方に偏ら

せる．しかし力学は他方ではメカニクス（作用，か

らくり）の学問でもある．今回の特集で取り上げ

られているテーマは，個々の執筆者の意向にバラ

エティーがあるにせよ，力学を「作用の学問」に

拡張して見る視点である．筆者はそんな受け取り

方をしている．しかし，話はそこから視点を遠い

所に飛ばした後に，もう一度，このポイントに漠

然と戻ってくることにする．

2.「プリンキピア」

ニュートンの「プリンキピア」が現在の物理学

の出発点であること，また，ここで提示された力

学の数理的手法が今日の科学技術を支えているこ

と，は広く認識されている．「科学的」とは何かを

論ずればきりがないが，そこでの大事な要素であ

る客観性，再現性，明晰性，普及性，厳密性，定量

性，などなど，が数理的手法の拡大を支え，さら

にその手法が一定の訓練で習得可能という脱伝統

文化性や民主主義性が人類全体の動向にも巨大な

影響をもった．この傾向には科学の手法や社会・

文化への影響においても「いき過ぎ」の声もある

が，何れにせよ，人類史上そのインパクトの大き

さでは稀代のものである．

しかしこの稀代の科学上の名著というこの本を

のぞいてみる物理学や数理科学の専門家はほとん

どいないであろう．筆者は「プリンキピア 300年」

の記念の年であった 1987年に合わせて『宇宙論へ

の招待—プリンキピアとビッグバン』（岩波新書）1)

を執筆する目的で翻訳されたものを見てみた経験

がある．今でも科学の専門書には「中身はともか

く，これを突破できない人を振るい落とす」，その

ことによって専門家への資格試験をしている，よ

うな本がある．この本も発行以後 100年近くはそ

ういう役目を果してきたのであろう．そしてこの

本の「ごてごてしたくどさ」を縮減する必死の挑

戦が解析力学への発展を導いたのであろうと思う．

「プリンキピア」につながる学問の価値観はでき

るだけ簡潔な普遍的原理から森羅万象を演繹する

ことである．実際「プリンキピア」という略称は
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